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論文内容の要旨
【背景】受動喫煙は冠動脈疾患の重要なリスクファクターのひとつと広く認知されている。アメ 1)カ心臓
病学会では非喫煙者でもH常的にたばこ婚に暴露されている人は冠動脈疾患での死L率が30%も高いと報
告されている。近年、受動喫煙により血管内皮機能が障害されることが明らかになってきているが、人の
冠循環への作用はまだ明らかでなL、。冠印流予備能 CCFVR)は冠動脈に狭窄がない場合、血管内皮機能
を反映しており、近年、経胸壁ドプラ心エコー図 (TTDE)を用いてCFVHを測定することが可能となっ
fこ。
【目的】 TTDEを使って受動喫煙ーの冠血流予備能への影響を検討すること。
対象:健常若年男性で非喫煙者15人 (27:t4歳)と喫煙者15人 (27土3歳)。
【方法】 TTDEによりがj室間溝を走行する左前卜{寸枝を描出し、半均血流速度 CCFV)を測定した。 CFVR
はアデノシン三燐酸持続投与時の最人冠血流速 (CFVmax)と安静時冠耐流速 CCFVrcst)との比とした。
CFVRを測定した後、 30分間喫煙室で過ごし、再計測した。
【結果】受動喫煙前後のCFVrustは両群聞で有意差を認めなかった。非喫煙群のCFVmaxは受動喫煙ー 前で、
有意に高かった (pく0.001)。喫煙群のCFVma.xは受動喫煙前後で有意差はみとめなかうた。受動喫煙前
のCFVRは非喫煙群が有意に高かった (4.4:1:0.91vs3.6:!:O.88;p = 0.017)。受動喫煙後のCFVRは非喫煙者
群で有意に低下したが (4.1上O.91vs3.4i:O.73;p<u.OOl)、喫煙者群では変化しなかった (3.6+0.88vs
3.3:!:O.74 ; p= )JS)。
【結語】喫煙者は非喫煙者に比べ有意にCFVRが低く、また、短時間での受動喫煙により非喫煙者のCPVR
が有怠に低下した。受動喫煙は特に非喫煙者の冠動脈に対して内皮機能障害を引き起こしていることが示
唆された。
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論文審査の結果の要旨
受動喫煙は、冠動脈疾患の重要なリスクファクターのひとつと広く認知されている。アメリカ心臓病学
会では、非喫煙者でもH常的にたばこ煙に暴露されている人は冠動脈疾患、での死亡率が30%も高いと報告
されている。近年、受動喫煙により血管内皮機能が障害されることが明らかになってきているが、人の魁
循環への作用はまだ明らかでない。冠血流予備能は冠動脈に狭窄がない場合、血管内皮機能を反映してお
り、近年、経胸壁ドプラ心エコー図を用いて冠血流予備能を測定することが可能となった。本研究は、経
胸壁ドプラ心エコー図を用いて受動喫煙の冠血流予備能への影響を検討したものである。
本研究は、健常若年男性で非喫煙者15人 (21:!:4歳)と喫煙者15人 (27十 3歳〉を対象におこなった。
受動喫煙前に、経胸壁ドプラ心エコー図により左室、右室の聞の前室間講を定行する左前下行枝を描出し、
平均血流速度 Ccoronaryf10w vc!ocity:CFV)を測定した。冠血流予備能はアデノシン三燐酸持続投与
時の最大冠血流速にFVmax)と安静時冠血流速 (CFVrest)との比とした。冠血流予備能を測定した後、
30分間喫煙室で過ごし、その直後に冠血流予備能を再計測した。
受動喫煙前後のCFVrestは両群聞で有意差を認めなかった。非喫煙群のCFVmax'ま受動喫煙前で、合.意に
高かった (pく0.001)。喫煙群のCFVmaxは受動喫煙前後で有意差は認めなかった。受動喫煙前の冠血流予
備能は非喫煙群が角.意に高かった (4.4:tO.91vsR.6:tO.88;p=O.017)。受動喫煙ー後の冠血流予備能は非喫煙
者群で有患に低下したが C4.4:!::O.91vs3.4..;..O.73; pく0.001)、喫煙者群では変化しなかった(3.6:!:O.88vs3.3 
:tO.74 ; p=KS)。
このように喫煙者は非喫煙者に比べ釘意に冠血流予備能が低く、また、短時間での受動喫煙にもかかわ
らず、非喫煙者の冠印流予備能が有意に低下し、喫煙者と同じレベルまで低下した。これらの結果から、
受動喫煙は非喫煙者の冠動脈に対して喫煙と同レベルの内皮機能障害を引き起こしていると考えられた。
よって、本研究者は、博士(医学)の学iIT.を授与されるに値するものと認められた。
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